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存的に LEC細胞生存率が低下した｡また､TNFおよび IFNG を組み合わせて添加した区においてそれぞれのサ
イトカインを単独で添加した区と比較して細胞生存率が有意に低下した｡IFNG を単独または TNFと組み合わせ
て添加した区において control区ならびに TNF単独添加区と比較して TNFRlおよび cASP3mRNA発現が有意
に増加したO
以上の結果より､黄体の退行に毛細血管の消失が重要な役割を果たすこと､また TNFおよび IFNGが相乗的に
















を単独または TNFと組み合わせて添加した区において control区ならびに TNF単独添加区と比較し
て TNFRlおよび cASP3mRNA発現が有意に増加した｡本研究の結果より､黄体の退行に毛細血管の
消失が重要な役割を果たすこと､また TNFおよび IFNGが相乗的に LECのアポトー シスを誘導する
ことが示されたoTNFおよび IFNGによって誘導された LECのアポ トー シスにより黄体内の毛細血
管が消失し､黄体退行が促進される可能性が考えられる｡
これらの知見は黄体機能調節機構を解明するための基礎材料として極めて意義深いものである｡本学
位審査会は､これらの成果をまとめた本論文の内容および参考文献を総合的に審査し､本論文が博士学
位 (農学)に値するものと判断した｡
